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※消滅型生ゴ ミ処理機廃水の流入が無いこ と

記　号 槽　名　称 実有効容積

ｍ ３

ｍ ３

Ｂ Ｓ

Ｇ Ｐ

ばっ気型スク リーン

原水ポンプ槽

ｍ ３

ｍ ３

ｍ ３ＭＢ 膜分離槽

ＯＴ 汚泥貯留槽

ｍ ３Ｂ ばっ気槽

計量ポンプ　 　 　

原水ポンプ　 　 　

機器名称 仕　 　 　 　様

撹拌ブロワ 　

Ａ Ｘ Ｘ／ｍ ｉ ｎｍ ３ 台Ｘ

Ａ Ｘ Ｘｍ ３ 台Ｘ

Ａ Ｘ Ｘｍ ３ 台Ｘ

膜分離ブロワ 　 　 Ｘ Ｘ／ｍ ｉ ｎｍ ３ 台ＸＡ

ばっ気ブロワ 　 　 Ｘ Ｘ／ｍ ｉ ｎｍ ３ 台Ｘ ２

１

２

１ ． ５ ０

３ ２

放流ポンプ　 　 　 Ａ Ｘ Ｘｍ 台／ｍ ｉ ｎ３ Ｘ

余剰汚泥ポンプ

循環ポンプ　 　 　

Ａ Ｘ Ｘｍ 台／ｍ ｉ ｎ３ Ｘ

Ａ Ｘ Ｘｍ 台／ｍ ｉ ｎ Ｘ

吸引ポンプ　 　 　 Ａ Ｘ Ｘｍ 台／ｍ ｉ ｎ３ Ｘ

１

４ ０ ０ ． ４ ０ ２

０ ． ２ ５

５ ０ ０ ． ２ ５ ２

５ ０ ０ ． ２ ５

４ ０ ２

ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ

／ｍ ｉ ｎ

／ｍ ｉ ｎ

ｍ ３

ｍ ３Ｒ Ｔ 流量調整槽

油水分離槽

０ ． ７ ４

２ ． ７ ６

１ ５ ． ７ ２

３ ９ ． ３ ２

２ ３ ． ８ ８

１ ８ ． ０ ９

３ ． ４ ８消毒 ・放流ポンプ槽

１ ５ ． ５ ７

４ ０ １ ． ７ ５ ３

６ ５ ２ ． ７ ６ ３ ． ７ ０

０ ． ８ ０ ０ ． ７ ５

Ａ

６ ５ ０ ． ６ ６ １ ． ５ ０

５ ０ ０ ． １ ４ ０ ． ２ ５ ２

０ ． １ ４

０ ． １ ４

０ ． １ １

０ ． １ ４
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排
気

φ
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０ 鋼板製機械室

鋼板製機械室

タテヨ コ共Ｄ １ ０＠２ ０ ０ シングル

※排気管を立ち上げる場合は、基礎から

金物等で支持を取ってください。

10550

11570

台ｍｍ ＸＸ Ｘ １０ ． ０ ２ ５ ＫＷ微細目スク リーン １ ． ０ ｍ ３／ｈ１ ４

記号 寸　 　 　法 数量 仕　様

ｂ

ｅ

ｂ ｈ

Ｘ　 　 ７ ０ ０

φ６ ０ ０

　 　 ７ ０ ０

１ ， ２ ０ ０

１ ， ２ ０ ０Ｘ

材　質

４

１ ３

５

露出配管 （ ブロワ廻り ） Ｓ Ｇ Ｐ

φ６ ５以下～Ｖ Ｐ ・ φ７ ５以上～ＶＵ

槽内配管

土中配管
※吸引ポンプ配管は全てＶ Ｐ

メーカー仕様

５ ０ ０ ０ Ｋ

５ ０ ０ ０ Ｋ

５ ０ ０ ０ Ｋ

蓋 ： 鋳鉄、枠 ： 鋳鉄

蓋 ： 鋳鉄、枠 ： Ｓ Ｓ

蓋 ： 鋳鉄、枠 ： Ｓ Ｓ

配管仕様

注１ ） 上部はＴ－２ ０荷重 （但し平均荷重と して設計 ） とする 。

注２ ） 機器電源は三相２ ０ ０ Ｖ 、総電力は１ ６ ． ０ ｋＷとする 。

注３ ） 図中の 「 Ｇ ． Ｌ 」 は処理槽位置での仕上げレベルを示す。

注４ ） 処理槽からブロワまでの距離は２ ０ ｍ以内とする 。

注５ ） 流入管 ・ 放流管工事は別途とする 。又接続工事は処理槽工事範囲外とする 。

注６ ） 排気管工事は別途とする 。又接続工事は処理槽工事範囲外とする 。

　 　 　排気管工事は必ず行う こ と 。

　 　 　排気管は処理槽に向かって下り勾配と し 、管内部に水がたまらないよ う施工するこ と 。

　 　 　排出口は、近隣に影響を与えないよ う屋上など風通しの良い場所に設けるこ と 。

注７ ） 電気工事は二次側 （処理槽制御盤以降 ） を処理槽工事とする 。

　 　 　一次側 （ 電源引き込み、アース引き込み ） は処理槽工事範囲外とする 。

注８ ） 外部警報接続工事は処理槽工事範囲外とする 。

注９ ） 地耐力は６ ６ ＫＮ／ｍ ２以上必要とする 。 （ 実際の工事業者が確認後施工の事 ）

注１ ０ ） 岩掘削工事、杭工事、地盤改良工事、 ウェルポイン ト工事、地盤調査は別途とする 。

注１ １ ） 工事用水道使用料金 （水張用水費 ） 、工事用仮設電源は別途とする 。

注１ ２ ） 埋め戻しは良質土にて行う こ と 。

注１ ３ ） 散水栓１ ３ ｍｍ以上を ５ ｍ以内に設置のこ と 。設置工事は処理槽工事範囲外とする 。

注１ ４ ） 外構工事は処理槽工事範囲外とする 。

注１ ５ ） 現状嵩上げ高さ ： １ ０ ０ ｍｍ 、最高嵩上げ高さ ： ３ ０ ０ ｍｍまで

注１ ６ ） 浮上防止金具はＳ Ｓ製とする 。

注１ ７ ） 下記条件の場合は、処理槽本体を補強仕様に変更する必要があ り ます。

　 　 　 　 （ 実際の工事業者が確認後施工の事 ）

　 　 　 　 ・ 嵩上げ高さが３ ０ ０ ｍｍを超える場合

　 　 　 　 ・ 地下水位がＧ Ｌ－１ ０ ０ ０ ｍｍよ り高い場合

注１ ８ ） 荷重影響線内に注１ を超える荷重がある場合、擁壁の設置等が必要になり ます。

注１ ９ ） 実際の流入条件が設計値と異なる場合、目標処理水質が出ないこ とがあ り ます。
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